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大腸癌病期分類の TNM 分類には、かつて主要血管根部のリンパ節転移の有無が含まれてい 

た。現在の TNM 分類 7 版にはこれが含まれず、転移リンパ節の個数でリンパ節分類が規

定される。本研究は、根治的リンパ節廓清をうけた Stage III の大腸癌患者の多施設コホー

トを用い、主要血管根部のリンパ節転移が TNM 分類 7 版と独⽴に予後に関連することを

示した。また、TNM 分類 7 版に主要血管根部のリンパ節転移を加えると予後予測が改善す

ることを示した。 
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